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①
会社概要

社名

設立

資本金

売上高

役員構成

従業員数

事業内容

ガソリンスタンド業および燃料油・揮発油販売

本社所在地

整備技術グループ

石油販売グループ

交通グループ 〒938-8601　富山県黒部市吉田200　　　TEL:0765-54-8671

業務部 〒938-8601　富山県黒部市吉田200　　　TEL:0765-54-8671

主要販売先

取引銀行

関連会社

沿革

1972年　自動車整備工場開業

1974年　指定整備工場

1979年　リフト工場新設

1987年　カーリース開始

1994年　滑川SS開業

2000年　荻生SS開業

2009年　乗用車整備工場竣工

2010年　レンタカー開始

2012年　ISO90001（車検業務）認証取得

2013年　完成検査場竣工

2013年　整備フロント事務所改修

2018年　滑川SS,荻生SS閉鎖、カーリース、レンタカー事業廃止

2019年　黒部警備株式会社と合併、社名変更

各種車輌の車検・点検・整備および販売

黒部モビリティサービス株式会社　　　（旧黒部石油販売株式会社）

1968年10月

1,000万円

941百万円（2023年3月期）

代表取締役社長　内山洋一

取締役　　　　　　　飯村祐一

取締役（非常勤）　熊谷一廣

監査役（非常勤）　青島宏幸

40名（2023年6月1日現在）

【整備技術グループ】

YKK㈱、YKK AP㈱、第一建設㈱、黒部エムテック㈱

北陸銀行

YKKグループ

1968年　スタンド設立

【石油販売グループ】

【交通グループ】

特定旅客自動車運送および一般乗合旅客自動車運送

〒938-0027　富山県黒部市中新484　　　TEL:0765-52-0165

〒938-0027　富山県黒部市中新484　　　TEL:0765-52-4123

〒938-0027　富山県黒部市中新484　　　TEL:0765-52-1871



②2022年度 環境経営目標と計画

③2022年度　主要な環境活動計画の内容

① 　不要な照明の消灯の徹底　（室内灯、パソコンのモニター、電源等）

② 　冷房温度２８℃・暖房温度２２℃を目安とする空調温度管理の呼び掛け

③ 　クールビズ・ウォームビズの実施

④ 　帰宅時ＯＡ機器ＯＮ、ＯＦＦの励行。

⑤ 　総労働時間・残業率の削減

整備・石油 ⑤ 　昼時間（12：00～12：45）整備工場内消灯徹底

① 　省エネ運転のルール(エコドライブ）に基づき軽油使用量を削減

② 　快適で経済的な運転技術の向上

③ 　老朽バスの入替と電動バスの導入検討

④
　アイドリングストップによる軽油使用量を削減（待機時など）
　年２回（春秋）のアイドリングストップ宣言の実施

① 　社有車をガソリン車からＨＶ車へ切替

② 　配送、輸送効率アップ

① 　月別排水記録を確認し、設備機器の状態をチェックする。

② 　ホースの先端に節水ノズル等の器具を取り付ける

③ 　水量は洗車に適度な量とし、過度にとらない

④ 　短い時間でも水の使用しない時はバルブを閉める（垂れ流し禁止）

⑤ 　水使用メーターの有無にかかわらず節水を心がける（垂れ流し禁止）

⑥ 　水使用時は必要に応じた水量とし、過度にとらない。

⑦ 　冬期間における融雪用ホースの改善

⑧ 　冬期間における融雪用の水の垂れ流しは原則禁止とする

⑨
　融雪用の水の垂れ流しは積雪、凍結の恐れがある夜間、休日のみとする
　但し水量は凍結しない程度にバルブを調整する

① 　月別排出記録の作成。

② 　スマホアプリ・ＩＴの活用

③ 　可能な限り裏紙を利用する。

④ 　両面印刷を推進する。

⑤ 　可能な限りEメールを利用する

⑥ 　印刷前に確認して、印刷ミスをなくす。

⑦ 　紙媒体での保管をデータベースでの保管とする。

⑧ 　計画を立て余分なコピーをしない。

① 　分別収集の徹底と種類別排出量の実態把握と排出抑制の推進

②  ゼロエミッション推進

① 　環境対応車の販売促進

② 　整備技術Ｇと石油販売Ｇ連携による点検サービス

③ 　エコタイヤ、エコオイルの販売促進　　　　

共通 ① 　取扱う化学物質の把握とリスク評価結果の従業員への周知

環境対応商品の販売
促進

整備技術

化学物質の適正な管理

　水使用量の削減 共通

　一般廃棄物の削減
（コピー用紙使用量の

削減）
共通

　廃棄物排出量の削減 共通

取り組み項目 活動計画内容

　CO２排

出量
　の低減

 電力使用
量の削減

共通

燃料使用
量の削減

業務・交通

整備・石油

基準年度 第6次中期計画 第7次中期計画

19年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

実績 計画 計画 計画 計画 計画 計画 計画

　二酸化炭素排出量 Kg-CO2 251,070 240,727 225,926 217,307 215,871 215,647 214,201 212,908

　電力　※2 ｋｗｈ 128,922 127,500 119,163 118,000 118,000 118,000 118,000 118,000

　ガソリン リットル 10,459 9,839 9,989 9,538 9,774 9,742 9,710 9,410

　軽油 リットル 56,733 53,732 49,654 46,921 46,094 46,094 45,604 45,332

　灯油 リットル 4,124 4,073 4,030 4,073 4,073 4,073 4,030 4,073

　産業廃棄物　※3 ｔ 7.1 7.1 7.1 7.1 7.1 7.1 7.1 7.1

　一般廃棄物 ｋｇ 1,048 1,050 936 921 921 906 936 921

　水資源 ｍ3 1,775 1,987 1,987 1,987 1,987 1,987 1,987 1,987

※1

※1　黒部警備㈱と合併した2019年度を基準年度とする。

※2　電力係数は0.542を基準（北電2019年度係数）とする。

※3　産業廃棄物は排出費を支払う廃棄物のみ（売却物除く）とする。

項目 単位



【役割】

委員長補佐

ＹＫＫ事業所安全衛生委員会参加

【役割】 【役割】
安全運転啓蒙 環境・安全の情報収集・伝達、資料作成
交通安全講習会開催補助 委員会運営

【委員】 【委員】
木下勝志（安全） 大森康平・近江伸浩（安全）
能登純平（環境） 仙名睦甫（環境）

【役割】
環境・安全衛生委員会出席・発表・報告（1回/月）
安全衛生・環境活動実施・管理
安全衛生パトロール推進
ＥＡ21活動推進
健康推進活動

整備技術Ｇ 石油販売Ｇ 交通Ｇ

副 荻野  剛 飯村祐一
副 舛田 紀夫

交通安全委員 事務局
倉田 浩、大森 康平 業務部

副委員⾧
荻野剛、飯村祐一

安全運転管理者 安全衛生管理者
正 飯村 祐一 環境管理責任者

④2022黒部モビリティサービス㈱　環境・安全衛生委員会　体制図

アドバイザー 委員⾧ 産業医
ＹＫＫ環境・安全管理室 内山洋一 中川秀昭



⑤環境保全活動の取組結果









⑥環境保全活動の取組結果の評価

基準年度 第6次中期計画

19年度 21年度 22年度 22年度 23年度 24年度

実績 実績 計画 実績 計画 計画 19-24年度比

二酸化炭素排出量 Kg-CO2 251,070 224,106 240,727 238,314 99.0% 〇 227,211 217,307 87%

電力　※2 ｋｗｈ 128,922 139,993 127,500 145,425 114.1% × 118,000 118,000 92%

　ガソリン リットル 10,459 6,138 9,839 7,240 73.6% 〇 9,569 9,538 91%

　軽油 リットル 56,733 47,065 53,732 51,831 96.5% 〇 50,732 46,921 83%

　灯油 リットル 4,124 5,041 4,073 3,601 88.4% 〇 4,073 4,073 99%

産業廃棄物　※3 ｔ 7.1 8.4 7.1 12.9 182.6% × 7.1 7.1 100%

一般廃棄物 ｋｇ 1,048 958 1,050 860 81.9% 〇 1,035 1,020 97%

水資源 ｍ3 1,775 2,406 1,987 1,598 80.4% 〇 1,987 1,987 112%
※1

※1　黒部警備㈱と合併した2019年度を基準年度とする。

※2　電力係数は0.542を基準（北電2019年度係数）とする。

※3　産業廃棄物は排出費を支払う廃棄物のみ（売却物除く）とする。

⑦全体評価と見直し結果および代表者によるレビュー

項　目
計画比
判定

電　力 ×

ガソリン 〇

　軽　油 〇

　灯　油 〇

産業廃棄物 ×

一般廃棄物 〇

水資源 〇

経営層によるレビュー

項目 単位 計画比
計画比
評価

取組結果とその評価 次年度の取り組み

整備工場、スタンドでの電気使用量が増加しているが、原因が
はっきりとつかめないため、整備工場、スタンド、事務所の使用
量をしっかりと把握して、どこに原因があるのか明確にしてい
く。

整備工場で井水を汲み上げるポンプ故障により、上
期は大幅に電気使用量が増えてしまった。計量メー
ターが工場で１つだったため、どこに原因があるの
か特定ができず対応が遅れたため、スタンドと整備
工場のメーターを分けることにした。
新コロナウィルス感染対策が緩和され、整備技術Ｇ
の業務が活発化したため社有車での使用量が増え
た一方、交通Ｇでの送迎用の乗用車やワゴン車の
稼働率はまだ低いまま推移しており、ガソリン使用
量は目標をクリアできた。
新コロナウィルス感染対策の緩和で、交通Ｇでバス
の稼働率が上がったが、春秋にアイドリングストップ
活動を展開することで、軽油使用量の抑制につなげ
た。導入予定の電気バスが環境負荷

今年度の冬は数年に一度と言われる寒波があった
が、全体的には降雪が少なく温かい日も多かったの
で、ストーブの火力や使用時間を抑えることができ
た。

新コロナウィルス感染対策の解除により、ガソリンを使用する
役員車の稼働が増えることが想定される。待機時間中はアイド
リングストップを意識するなど、使用量の増加抑制に努める。

新コロナウィルス感染対策の解除により、送迎や工場視察で使
用するマイクロバスや大型バスの稼働がさらに増えるため、ア
イドリングストップ活動の継続や老朽バスの入替えを進め、軽
油使用量の増加抑制に努める。

整備工場やスタンドではストーブやヒーターでの灯油使用量が
多いため、天候、気候による影響が大きい。各個人が使用時
間やこまめな火力調整を意識できるような取り組みをしていき
たい。

電気使用量が大幅に増えてしまったことは誠に遺憾であり、その原因が把握できていないことが何よりも問題である。整備工場とスタンド
での管理の仕方に問題があったのだと思うが、せめて、「整備工場」「整備事務所」「スタンド」それぞれの使用量を把握できるように管理方
法の見直しを進めてほしい。設備の関係もあり、すぐには難しいかもしれないが、できるだけ細かいユニットで管理していくことで、原因をす
ぐに特定できる管理体制を構築していってほしい。電気使用量が大幅に増加したにもかかわらず、二酸化炭素排出量を計画内に抑えるこ
とができたことは評価に値する。特に灯油と水資源については、前年度の実績よりも３０％前後使用量を削減することができており、冬場
の天候の影響も大きかったとは思うが、一人ひとりの努力の賜物だと思うので、是非、ガソリンや軽油についても使用量を削減できるよう
に、一人ひとりが創意工夫を行い、二酸化炭素排出量の削減につなげていってもらいたい。

11月にスタッドレスタイヤ予約・相談会を開催したた
め、タイヤの履き替えのお客様が増えた結果、廃タ
イヤの量が増加し、廃棄するタイミングが早まったた
め、計画を上回った。

再資源化についての意識が定着しているため、可燃
物などの一般廃棄物は年々廃棄数量が削減できて
いる。

今年度は降雪が少なく融雪での水使用を抑えること
ができたため目標をクリアすることができた。交通Ｇ
では、洗車時のホースノズルを改造して使用量削減
を図った。

当年度に次年度廃棄分まで廃棄したため、廃棄量は若干減る
見込みだが、11月にスタッドレスタイヤ予約・相談会を開催予
定のため、前年度と同じ計画値に設定し廃棄数量を管理して
いく。

一般廃棄物は年々廃棄数量が削減できているため、今後も再
資源化についての意識を維持できるように定期的に廃棄量に
ついて環境・安全衛生委員会を通じて報告していく。

水の使用量が多い洗車については、ホースノズルの改良など
継続的に行い使用量を抑えるほか、冬場の融雪用の水の出し
方について工夫していきたい。



⑧環境関連法規への違反・訴訟の有無

整備 石油 交通

フロン排出抑制法 ○ ○ ○
業務用エアコン
更新廃棄処分業務

水質汚濁防止法 ○
タンクからの漏洩、貯油施設等の
緊急応急処置及び通報

月2回の浄化槽保守点検
年1回の清掃の実施

水質検査の実施

水道法 ○ 水質検査の実施

下水道への排出届出

自動洗車機設置、廃止、変更事前届出
代表者変更届出

タンクからの漏洩、貯油施設等の緊急応急処置及び通報

油水分離槽の設置

測定結果５年保存

下水道への排水基準の遵守

排水設備新設、指定業者依頼

油水分離槽の設置

使用開始、廃止時届出

使用料支払い

黒部市公害防止条例 ○
特定施設を新たに設置変更する場合
県、市、届出

土壌汚染対策法 ○ 土壌汚染状況の調査報告

整備G・石油Gは産業廃棄物排出まで保管

産業廃棄物排出許可業者への委託

産業廃棄物委託契約書保管
管理５年間

特別管理産業廃棄物排出保管遵守

特別管理産業廃棄物を許可業者への委託

特別管理産業廃棄物の運搬
処分の委託契約

特別管理産業廃棄物管理責任者設置

マニフェストの交付

電子マニフェスト５年保管

電子マニフェスト交付状況報告

一般廃棄物の適正分別、指定袋、
指定券による排出

一般廃棄物の許可業者へ委託

使用済自動車の再資源化等に関する法
律

○ 自動車廃棄、更新処分業務

特定家庭用機器再商品化法(家電リサイ
クル法)

○ ○ ○ 設備の廃棄を取扱業者へ委託

化学物質の排出量報告

SDSの提供

灯油、ガソリン等の貯蔵、取扱い

定期点検、記録の３年間保存

バス車内も含め、１年に１度の消火器点検法定義務

黒部市火災予防条例 ○ ○ 灯油、ガソリン等の貯蔵、取扱い

労働安全衛生法 ○ ○ ボイラーや圧力容器に関する災害防止

計量法 ○ 給油所全計量機・移動タンク給油所

違反・訴訟の有無

環境関連法規への違反はありませんでした。

また、関係機関からの違反等の指摘および環境に関する苦情等の発生もありませんでした。

適

法令名
対象部署

対象業務 順法評価結果

適

適

浄化槽法 ○ 適

黒部市下水道条例 ○ 適

下水道法 ○ 適

適

適

適

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 ○ ○ ○ 適

黒部市廃棄物の減量化、資源化及び適
正処理等に関する条例

○ ○ 適

適

特定化学物質の環境への排出量の把握
等及び管理の改善の促進に関する法律
(PRTR法、SDS制度）

○ 適

適

適

消防法 ○ ○ ○ 適

適



⑨

基本方針

黒部モビリティサービス㈱は『ＹＫＫグループ環境ビジョン2050』に基づき、未来の豊かな

自然と生活を実現するために、さまざまなサービスや技術の提供を通して新しい価値を

創造することで、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

行動指針

１.　環境関連法規及び事業関連法規を遵守します。

２.　活動により生じる環境負荷の低減及び資源の有効活用に努め、下記の環境目標を定め、

　  定期的、継続的に点検・見直しを行い改善します。

　・電力使用量の削減（こまめな電源スイッチOFF)

　・使用燃料（ガソリン、灯油）の削減（エコドライブの徹底と配送・輸送効率アップ）

　・一般廃棄物の削減（紙使用量の削減、ＩＴ・デジタル化の推進）

　・廃棄物排出量の削減（分別回収の徹底、再資源化率の向上）

　・水使用量の削減（洗車や融雪用に使用する際の節水対策）

　・環境対応商品の販売促進

　・化学物質の適正な管理

３.　当社で働くすべての従業員にこの環境経営方針の周知徹底を図ります。

2023年4月1日

黒部モビリティサービス㈱　代表取締役社長

内山　洋一

黒部モビリティサービス株式会社　環境経営方針


